








清心語文　第 13 号　2011 年９月　ノートルダム清心女子大学日本語日本文学会
八八
はじめに
　少年ジャンプは昭和 43 年に月 2 回刊の雑誌として集英社より創刊された少年誌で
ある。創刊当時の発行部数は 10 万 5 千部で、他の週刊誌の半分にも満たなかったが、
昭和 45 年に週刊誌となり、現在の『週刊少年ジャンプ』が誕生した。平成 7 年 12 月
には発行部数 653 万部の歴代最高部数を達成する。しかし、人気作『ドラゴンボール』
と『ＳＬＡＭ　ＤＵＮＫ』の相次ぐ連載終了で発行部数が減少に転ずる。その後は、






　本稿で論じる『ＯＮＥ　ＰＩＥＣＥ』の作者・尾田栄一郎は、1975 年 1 月 1 日熊
本県熊本市に生まれ、高校在学中の 1992 年に月火水木金土のペンネームで『ＷＡＮ





































バギー一味冒険記 35 話～ 75 話 全 30 話
コビメッポ奮闘記 84 話～ 119 話 全 30 話
ジャンゴのダンス天国 126 話～ 172 話 全 37 話
はっちゃんの海底散歩 182 話～ 228 話 全 40 話
ワポルの雑食バンザイ 236 話～ 262 話 全 23 話
エースの黒ひげ大捜査線 272 話～ 305 話 全 29 話
ゲダツのうっかり青海暮らし 314 話～ 348 話 全 24 話
ミスＧ・Ｗの作戦名“ミーツバロック” 359 話～ 413 話 全 43 話
あの人は今（空島のその後） 424 話～ 427 話 全 3 話
エネルのスペース大作戦 428 話～ 474 話 全 38 話
あの人は今（Ｗ７のその後） 486 話～ 490 話 全 4 話
ＣＰ 9 の任務外報告 491 話～ 528 話 全 33 話
旅行するなら…―麦わらの一味それぞれの冒険― 543 話～ 560 話 全 14 話
・サンジの地獄（カマバッカ）よりお気を確かに 543 話～ 544 話 全 2 話
・ロビンのひどい事するわ 545 話～ 546 話 全 2 話
・フランキーの今週のおれダメだ 548 話～ 549 話 全 2 話
・ウソっプの一人じゃ死ぬ病 550 話～ 551 話 全 2 話
・チョッパーの食いモンじゃねぇぞコノヤロー 552 話～ 554 話 全 2 話
・ナミのウェザーリポート 555 話～ 556 話 全 2 話
・ブルックの一宿一パンツのご恩返し 557 話～ 558 話 全 2 話




























































































クマドリ 歌舞伎の隈取り ＣＰ 9
クローバー博士 四つ葉のクローバー オハラ
③















































































































































一匹ガキ大将』（1968 年～ 1973 年）、『北斗の拳』（1983 年～ 1988 年）、『るろうに剣
心―明治剣客浪漫譚―』（1994 年～ 1999 年）などがある。
　その一方で、確かに死は描かれているが、上で述べたような概念とは別の次元で死























　麦わらの一味の 9 人中 7 人（ゾロ、ナミ、ウソップ、チョッパー、ロビン、フラン
キー、ブルック）が過去に親しい人の死を経験しており、死んではいないが、ルフィ
を助けるために左腕を失った赤髪シャンクスの存在、自身の足を食べて飢えをしのぎ、
サンジに食料を与えた赫足のゼフの存在は死んでいないからこそ「死」以上に強い思
いを 2 人に与えていると考えられる。
　このように、『ＯＮＥ　ＰＩＥＣＥ』内では直接の戦闘以外で、過去に何らかの形
で死亡している人物は数多い。そもそも物語の背景である大航海時代からして、海賊
王ゴール・Ｄ・ロジャーが処刑されるときに放った言葉から始まっているのだから、
物語の大前提として「死」は存在していた。つまり、このあたりが「死ぬ、殺すシー
ンはなるべく書かない」（注 12）という言葉の「なるべく」にかかる最低ラインであり、
物語を進めていく上で必要な死だったのではないかと考える。あくまで少年マンガ、
少年たちを楽しませることを第一として考えている尾田ですら死を全く描かないこと
はしていない。それだけ、「死」は無視できないものなのだ。では、マンガの中で「死」
という重いテーマはいつから描かれるようになったのだろうか。
５　漫画に描かれる死
　漫画文化は昭和 20 年代に台頭してくる。この年代は、数多くの漫画雑誌の創刊や
漫画家の出現など漫画が日本社会に広く伝播していった時代であった。
　古くは、平安末期の鳥獣人物戯画も漫画の一種であったと考えられるが、この絵に、
徐々にセリフが生まれ、コマ割りされたマンガの形が出来上っていった。（注 13）
　日本の近代漫画史において昭和 20 年代は戦後の社会諷刺の風潮を受け、漫画雑誌
の創刊数が増加し、漫画界が活気づいていた時代といえる。そんな中手塚治虫は、昭
和 22 年『新宝島』を発表し、従来の漫画にはない映像的手法によって当時の漫画家
たちに影響を与えた（注 14）。
　その手塚が 17 歳の頃に描いた『勝利の日まで』というその習作について大塚英志
氏は著書の中で以下のように語る。
　ミッキーの乗るグラマンの機銃掃射を受けたトン吉くんは力つき転倒し、そし
て十字砲火に襲われる。そして次のコマで「アッ」と仰け反り、胸許を押さえる
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トン吉くんが描かれる。その胸許からは三筋の血が流れ落ちているのだ。
　　　このコマは極めて重要である。
　つまり、手塚はここで記号の集積に過ぎない、非リアリズム的手法で描かれた
キャラクターに、撃たれれば血を流す生身の肉体を与えているのである。
　（大塚英志『アトムの命題　手塚治虫と戦後まんがの主題』徳間書店、2003）
このように、手塚が初めてキャラクターに生身の肉体を与え、やがて劇画ブームも手
伝い、キャラクターの死を描く作品、「死」をテーマとした作品が増えていく。
６　おわりに
　『ＯＮＥ　ＰＩＥＣＥ』という作品には、前述してきたように物語の随所に尾田の
遊び心が見られる、読者（少年）を楽しませるための物語である。しかし、ただ楽し
いだけの物語ではなく、人の「死」を描くことで、読者に、人生はただ楽しいだけで
はなく、挫折することや苦しいこともあるのだというメッセージを伝えようとしてい
ると考えられる。
　『ＯＮＥ　ＰＩＥＣＥ』が国内累計発行部数２億部突破という日本一の快挙を成し
遂げられた要因は、13 年連載を続けてもぶれることのない作品への態度、読者を大
切にする姿勢があるだろう。マンガには、雑誌によって読者層がある程度決まってく
る。しかし、『週刊少年ジャンプ』は小学生、中学生を主な読者層としてつくられて
いるにも拘わらずその読者層が広い。その一端を担っている作品が『ＯＮＥ　ＰＩＥ
ＣＥ』であり、連載当初少年だった読者たちが成人してからも『ＯＮＥ　ＰＩＥＣＥ』
を読み続けていることで成立している。
　マンガのジャンルが多様化していく中で『ＯＮＥ　ＰＩＥＣＥ』は、仲間を集めて
海賊王を目指すという目的の元、物語が進行していくシンプルな構造をしている。し
かし、それゆえに物語が進んでも海賊王になるという最終目標がぶれることがなく、
芯の通った構造となっている。「我が国の少年マンガが辿り着いた一つの到達点であ
るとさえ、評価していいのではないか、と思う」とは、三ツ谷誠氏の言葉だが、『Ｏ
ＮＥ　ＰＩＥＣＥ』の位置付けとして、読者層の広さ、発行部数から見ても、他のマ
ンガとは一線を画している。一つの到達点とは、その時代の読者の求めるものを描き
ヒットしてきたマンガの中で『ＯＮＥ　ＰＩＥＣＥ』は性別、世代、国を越えて読ま
れている、日本を代表するマンガとなっていることからも言える。マンガ文化が発展
していく中で、台頭してきた作品は常に、その時代の社会背景を掴み、読者が求める
理想や現実を描くことで共感を得てきた。『ＯＮＥ　ＰＩＥＣＥ』もその例にもれず、
自分の夢を追う者たちの集団を描いているストーリーが、現実を生きる読者の願望を
表現しており、共感を得ていると考えられる。また『少年ジャンプ』の３つの共通テ
ーマを守りながら、読者の求めるものを描いた作品といえる。
《注》
注１　西村繁男『さらば、わが青春の『少年ジャンプ』』幻冬舎文庫、1997
　２　（注 1）に同じ
　３　尾田栄一郎『尾田栄一郎画集ＯＮＥ　ＰＩＥＣＥ　ＣＯＬＯＲ　ＷＡＬＫＳ 1』
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集英社、2001
　４　『ＯＮＥ　ＰＩＥＣＥ』公式サイトＯＮＥ　ＰＩＥＣＥ　ＷＥＢ
　５　『ＯＮＥ　ＰＩＥＣＥぴあ』ぴあ株式会社、2010 内のロングインタビューより
　６　注５に同じ
　７　注５に同じ
　８　注５に同じ
　９　注１に同じ
　10　『朝日新聞ＷＥＥＫＬＹ　ＡＥＲＡ』朝日新聞出版、2009/12/21
　11　三ツ谷誠『「少年ジャンプ」資本主義』ＮＴＴ出版、2009
　12　注１に同じ
　13　清水勲『年表日本漫画史』臨川書店、2007
　14　注 11 に同じ
　（きし　ひろみ／ 2011 年卒業）
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